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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文では、ドナー部位とアクセプター部位の交互配列からなるアニリン誘導体の合成、それらの構造、分光学的
な特性、レドックス挙動に関するものであり、緒言、本論三章、および総括からなっている。 
 緒言では、本研究の目的と意義ならびにその国内外の背景について述べ、本研究の概略についても併せて示した。 
 第一章では、電子アクセプター部位としてベンゾチアジアゾールを有するパラフェニレンジアミン誘導体の合成お
よびレドックス特性について述べた。その結果、他の類似化合物と比較すると HOMO-LUMO ギャップが小さいこと
が判明した。また、ベンゾチアジアゾール環を導入した位置によって電気化学的に影響を及ぼすことを示した。また
キノキサリンと比べると電子受容性が高いため、HOMO-LUMO ギャップが小さいことが判明した。 
 第二章では、電子アクセプター部位としてキノキサリンを有するパラフェニレンジアミン誘導体の合成およびレド
ックス特性について述べた。合成経路として、キノキサリン誘導体のクロスカップリングおよびベンゾチアジアゾー
ルから環変換反応の２通りの経路を確立した。ベンゾチアジアゾールを導入した場合と比べると、キノキサリンを導
入したパラフェニレンジアミン誘導体の方が還元されにくいことが明らかになった。 
 第三章では、合成したベンゾチアジアゾールおよびキノキサリン部位を有するキノンジイミン誘導体とパラジウム
との錯形成について述べた。通常のキノンジイミンの単座配位とは異なり、これらの化合物は二座配位し、しかも複
素環の種類によって配位形成が異なることを明らかにした。ベンゾチアジアゾールを導入した場合はクロスリンク型、
キノキサリンを導入した場合はリニア型の錯体をそれぞれ形成する。 
 総括では、以上の研究結果をまとめて述べるとともに、電子アクセプター部位を導入したアニリン誘導体の構造、
分光学的な特性、レドックス挙動について総合的に概論した。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、ドナー部位とアクセプター部位の交互配列からなるアニリン誘導体のレドックス特性の機能化および遷
移金属との配位制御という目的としたものであり、小さい HOMO-LUMO ギャップを有する化合物の合成、特異的な
π 共役系レドックスシステムの構築、特異的な錯形成に成功している。主な結果を要約すると以下の通りである。 
①ベンゾチアジアゾールおよびキノキサリンの２種類の電子アクセプター部位を有するパラフェニレンジアミン誘
導体の合成にそれぞれ成功している。キノキサリン誘導体については２つの合成方法が確立されている。②合成され
ている電子アクセプター部位を有するパラフェニレンジアミン誘導体は、類似化合物に比較して HOMO-LUMO ギャ
ップが小さく、導電性材料としての応用が期待できる。③電子アクセプター部位を導入した位置によって電気化学的
挙動が大きく異なることが解明され、レドックス特性の制御が可能となっている。④アニリンにベンゾチアジアゾー
ルを導入することで、ポリアニリンのエメラルジン塩基に相当する化合物を選択的に調製することに成功している。
⑤化合物の還元されやすさは導入する電子アクセプター部位が大きく関与することが確認され、ベンゾチアジアゾー
ルを導入した場合と比べると、キノキサリン部位を導入したパラフェニレンジアミン誘導体の方が還元されにくいこ
とが明確にされている。⑥化学的酸化で生成されたキノンジイミン誘導体は、NOE および 15N ラベルした化合物の
2J（13C、15N）により anti、anti 体の単一異性体として構造決定ができている。⑦通常のキノンジイミン誘導体の単
座配位とは異なり、ベンゾチアジアゾールおよびキノキサリン部位を導入することで二座配位が可能となっている。
⑧複素環の種類によって配位形成が異なり、ベンゾチアジアゾールを導入した場合はクロスリンク型、キノキサリン
を導入した場合はリニア型の錯体をそれぞれ形成することが確認できている。 
 以上のように、本論文は、HOMO-LUMO ギャップが小さく、レドックス機能、および二座配位を持つπ共役系分
子を目的として、ベンゾチアジアゾールおよびキノキサリン部位を有するパラフェニレンジアミンを合成している。
また、導入する位置および種類を選択することによって、レドックス特性や配位形成を制御できていることは、π共
役系高分子に関する研究に大きく貢献するものである。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
